


吹田市佐井寺は、かって千里丘陵の緑に囲まれた清閑な村で、その中心には僧行基の草創と

いわれる佐井寺や、延喜式内社伊射奈岐神社があり、古い歴史をもつ集落として知られてきま

した。しかし戦後千里ニュータウンの造成にはじまる開発工事の中で、周囲の情況が急速に変

貌してゆき、市民の生活環境を守るために計画的開発が必至となってきました。

さいわい地元住民各位の協力を得て、都市開発部によって土地区画整理事業に着手すること

ができるようになりました。

しかし、この土地区画整理事業地域内には、2箇所の周知の埋蔵文化財包蔵地があり、その

他にも、かって農民の生活を支えたたくさんの農業用用水池があります。市教育委員会では、

このたび計画段階で把握した埋蔵文化財の発掘調査その他め調査を実施いたしました。

本書はその成果をとりまとめたものでありますが、これによって佐井寺地区の歴史に新しい

資料を加えることができました。

本書の完成を機に、調査のためにご協力をいただきました各位に感謝するとともに、今後、

この周辺において行われる開発行為に際しても、文化財保護の面から市民の皆様のご協力をお

願いいたします。

昭和55年　3　月　31日

吹田市教育委員会

教育長　中村　勇一
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例 仁コ

1．本書は吹田市土地区画整理事業として実施される佐井寺東地区土地区画整理事業地域内に所在

する埋蔵文化財（吹田34号須恵器窯跡および佐井寺くりぬき水路他）発掘調査の概要報告書であ

る。

2．現地における発掘調査は、昭和54年12月17日から昭和55年3月31日まで実施された。

3．現坤調査及び本書の作成は吹田市教育委員会が行った。調査費は区画整理事業費による。

4．本報告書の執筆は主として、吹田市教育委員会　藤原　学、府文化財愛護推進委員　鍋島敏也

が分担してあたり、一部については増田真木の援助を得た。

5．資料整理については、関西大学考古学研究室学生増田真木、西岡幸治、西岡誠司の協力を得た。

6．現地調査・内業調査参加者は別記するが、調査の遂行にあたっては、大阪府文化財愛護推進委

員各位から、貴重な助言や教示を頂いたことを銘記する。
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第1章　発掘調査に至るまで

吹田市は大阪市に北接し、大阪市の衛星都市

として、人口32万人余を擁する中規模都市であ

る。歴史的には古代以来目立った政治的特質は

なく、特に近世以降は大阪の近郊農村地帯のひ

とつとして位置づけられていた。近代以降は大

阪市のベットタウンとしての性格を顕著にし、

大正年間には千里山住宅地の開発がはじまって

いる。太平洋戦争後は、その性格を一層顕著に

し、昭和36年には千里丘陵に東洋一を誇称する

一大計画都市である「千里ニュータウン」が造

成されはじめ、昭和39年には入居が開始された。

一方千里丘陵の周縁部や沖積平野での宅地化

も活発に行われたために無計画な宅地造成の

波は、住環境の悪化のみならず、全国的にも著

名な須恵器窯跡群をはじめ、弥生時代以降の数

々の遺跡を消滅させるにいたった。

このような乱開発から、市民の快適な生活環

境を守るため、計画的な都市開発が必要となっ

た。吹田市当局は、昭和40年から市域南部にお

いて土地区画整理事業に着手し、南吹田第1・

南吹田第2地区土地区画整理事業を実施してき

た。しかし、これらの事業は当該地域に存在す

る埋蔵文化財・民俗文化財・自然植生等にまで

保存の配意をすることなく推進された。

このような文化（財）に対する関心が、地方

公共団体や市民にあっても、今日ほど注目され

ていなかった当時においては、その施策は充分

でなかったのである。

この結果、昭和41年の秋に実施された南吹田

第2土地区画整理事業では、古墳時代～平安時

代～中世期にわたる、広大な複合遺跡が道路工

事と下水道工事によって発見されたものの、無

調査のまま分断したので、遺跡の範囲すら把握

することができないまま完了した。

土地区画整理事業の完了をもって開始された

市街化諸工事では、垂水町三丁目地帯の至ると

ころで遺構・遺物が発見され、昭和51年以来開

始された国庫補助事業による吹田市教育委員会

の遺跡発掘調査事業と、原因者負担による緊急

調査が多数実施されたが、いまなお急進する都

市化と遺跡保存が相克し、有効な手段もないま

ま、事前の緊急調査がわずかに先行している傷

ましい状態である。

このような苦い経験をふまえて、佐井寺東地

区土地区画整理事業においては、初めて事業の

計画段階において、文化財保護に対する協議が、

昭和49年以来市教育委員会と区画整理課の間で

進められることとなった。

昭和51年5月8日、市教育委員会より、土地

区画整理課に対して、「佐井寺東地区土地区画整

理事業にともなう埋蔵文化財保存に関する資料

（工）」が提出された。これによって市教育委員会

は、土地区画整理事業地内には、3カ所の周知

の遺跡があり、うち34号須恵器窯跡（古墳時代）

と佐井寺くりぬき水路（江戸時代）は、ともに

遺構が現存しており、土地区画整理事業にとも

なう造成工事で、相当の影響をまぬがれないこ

とを明らかにした。これにもとづき両者の協議

がつづけられ、早急に試掘調査を実施し、遺構

の包蔵状況を把握する必要があるとの合意に達

した。

一方では、佐井寺の地元有志・吹田郷土史研

究会などから区域内における文化財に強い関心

がよせられるに至った。

昭和49年8月には、佐井寺くりぬき水路の入

口側にあたる沈砂池から取水口において、建設

部土木課の手によって改修工事が実施されるこ

ととなり、同時に行われた応急調査によってく

りぬき水路取水口付近は、花崗岩の切石を組合

せた、強固な構造のものであることが判明し略

実測と写真撮影による記録ができた。

このような経過を経て、佐井寺くりぬき水路

は、現在市内に遺存する唯一のくりぬき形農業

用水路であり、これの保存に対する市民の注目

と要望が一段と強いものとなった。

ついで昭和50年9月13日吹田郷土史研究会か
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ら、佐井寺くりぬき水路保存要望書が提出せら

れ、昭和51年10月22日、この要望をめぐって、

現地において、吹田郷土史研究会・吹田市教育

委員会・吹田市開発部区画整理課三者立会によ

る協議が行われた。

この時、区画整理課より、くりぬき水路出口

付近は公園化によって保存すると説明されたが、

その時点では、くりぬき水路の旧出口が確認さ

れておらず、地方有志も地形変貌のいちじるし

い今日、旧出口を的確に指摘することは困難で

あるとせられ、旧出口の位置未確認のまま保存

計画の策定はできないとの結論に達した。

これらの経過をふまえて、とにかく発掘調査

による位置確認を急ぐこととなり、昭和53年度

においては、とりあえず34号須恵器窯跡と佐井

寺くりぬき水路の2カ所に対して、予備調査を

行うこととなった。昭和54年1月12日から1月

22日に行われた予備調査（第3章で詳述する）

の結果、次年度に本格調査を実施することが必

要であると決定された。

昭和珂年7月31日吹田市教育委員会から、吹

田市都市開発部に対して、本格調査の実施計画

書が提出され、開発部において予算措置が構ぜ

られ、昭和珂年10月を期して発掘調査を実施す

る計画ができた。しかるに昭和54年夏から秋に

至る間に、市内における重要な埋蔵文化財調査

が続出したため、本調査への着手が12月まで延

期され、12月17日に至って34号窯跡の調査が開

始された。

第2章　位置と環境

吹田34号須恵器窯跡は、吹田市佐井寺3559番

地を中心とする。旧佐井寺集落の東北方に、南

方から半島状に突出する標高46m・比高18mの

洪積層の丘陵上にあり、西方に千里ニュータウ

ンを隔てて石堂ヶ岡を中心とする丹波山地の前

線をのぞみ、北方に万博公園を隔てて、阿武山

を中心とする北摂の山々をのぞみ、東方には大

淀の流れを隔てて、生駒・信貴の山々をのぞむ。

南西方の眼前には、かつて純農村であった200

余戸の農家を中心としたが、今や周囲に膨張し

て戸数400戸を数える佐井寺の集落をのぞむ。

この佐井寺の集落は、千里丘陵を開析して生成

された、山田川・正雀川・糸田川・高川水系の

うちの、正雀川の支谷の最奥にできた集落で、

行基僧正開基の伝承をもっ佐井寺、延喜年間名

神大社に列せられた伊射奈岐神社（佐井寺村誌）

を中心として発展してきた。農耕を生業とし、

牛ヶ首・南谷・尻谷・太田・新池・北谷・西児

・河田等の溜池をはじめとする多数におよぶ大

小溜池による用水によって経営された。

佐井寺村誌によれば、村南に地蔵塚と呼ぶ古

跡ありとするが、この名は行基僧正佐井寺草創

の時、この山に来り感得して地蔵尊を得たるに

よって命名したとある。巷間古墳と伝えること

には誤りがあるようである。

古くは山田佐井が原と称したが、のち島下郡

佐井寺村を称し、明治22年三島郡千里村に合

併され、吹田市と千里村の合併によって、吹田

市佐井寺となった。

34号窯跡は、名神高速道路の吹田サービスエ

リヤの西北方700m、府道岸部～東佐井寺線東

方50mにあたる。この付近は全面竹林に覆われ、

以前は最高部の平担地に果樹園があったが、竹

林に押されて全く廃絶してしまった。

佐井寺くりぬき水路は、佐井寺集落の余水を

釈迦ヶ池に導入するために掘られた箱根用水形

の水路で、取水口を佐井寺町1丁目25番地、出

口を佐井寺3662・3664・3654番地に有する。吹

田市原町4丁目所在の竜ヶ池東岸を経て、佐井

寺集落に通ずる道路の峠から釈迦ヶ池に派出す

る丘陵の最狭部の丘陵下をく′りぬいて構築した

ものである。
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現在このくりぬき水路と直交して丘陵上に府

道岸部東佐井寺線が走り、6軒の民家が丘陵の

斜面に建てられている。しかしこれらの民家は、

すべて大平洋戦争終結後に建てられたもので、

以前は該水路の上に人家を建築することは、佐

井寺集落の人々にとってもひとつのタヴーであ

ったらしい。それほど人々は農業用水を清浄に

保持する信仰にもちかい習慣があり、今日のよ

うに下水を農業水路や、溜池に放流してはばか

らない思想は、太平洋戦争終結後のものであり、

くりぬき水路の出口付近は犬の死骸をはじめ、

付近住民のゴミ捨て場となり、悪臭鼻をつく場

となりおあせている。

第1図　須　恵器窯　跡　等分　布　図
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第3章　調査の経過

（1）第1次調査の概要
第1次調査は、昭和53年12月13日から昭和54

年1月22日まで、両遺跡とも、坪掘りと、トレ

ンチ設定による限定試掘調査として実施された。

34号須恵器窯跡

34号須恵器窯跡については、地形実測のほか、

窯体・灰原の遣存部に対して合計3ヵ所のトレ

ンチを設定した（I～Ⅲトレンチ）はか、第Ⅱ

トレンチの上部にある竹薮内の崖面を精査して、

窯体の断面を検出し、実測を行った。第工ト

レンチは、灰原の末端にちかい、竹薮内のやや

平坦になった部分に設定して、灰原の広がりと、

灰層の堆積状況を把握することを目的とし、全

域から灰層の存在を確認した。

第Ⅱトレンチは、崖面で窯体の断面を検出し

た下部の、やや平坦な部分に設定して、窯体前

方の、所謂前庭部と推定される個所、すなわち

窯体最前部と灰原の接点を把握することを目的

としたが、二次的に堆積した赤色焼土層を確認

したにとどまった。

第Ⅲトレンチは、現地形の最高部に設定し窯

体最上端の遺存状況を把握することを目的とし

た。ここでは地山粘土層の急激な落込みと、赤

色焼土・須恵器破片を検出し、窯体が現在の丘

陵最高部にまでおよんでいることを確認した。

くりぬき水路

佐井寺くりぬき水路については、雑草刈取の

のち、写真撮影・地形測量により現状を記録し

現在のくりぬき水路出口から内部の状況を観察

した。現状は出口を切石積にて囲み、水路内部

には直径1mのヒューム管を伏設している。そ

第2図　34　号　窯　跡　景　観
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の長さは観察可能な限りにおいて20m弱と推定

した。

このヒューム管内には約50cmの泥土が全面に

わたって堆積し、出口からの潜入調査を不可能

にしていた。したがって潜入調査を中止し地表

面よりの掘削による調査を開始した。

掘削調査の開始にあたっては、佐井寺在住の

奥保革・奥与右衛門両氏の助言を得て、かって

陥没した数度の経験談を基礎として、推定地帯

をボーリングして、二ヵ所の地盤軟弱個所を発

見し、山裾と出口の中間にちかい一カ所に試掘

嶺を設定した。

試掘境は3mX5mの広さとして階段状に掘

進したが、掘進の進行につれて砂質粘土層から

の湧水が激しさを加え、墳壁の崩壊がつづき、

掘進の続行が不可能となった。ここで、約1m

の板枠を挿入して中心部のみの掘進に切りかえ

地表下約2mの部分において、竹組の遺構を検

出した。竹組の下層における堆積土は特に軟弱

な含水率の高い泥土で、竹組以下の検出も不可

能となったので、湧水の排除に並行して竹組の

略測と写真撮影を実施した。

竹組および、伴出磁器片を検討した結果、こ

の遺構は、水路創設時のものではなく、近代に

おける陥没箇所の補修遺構であるとの推定をも

って結論とした。

以上の所見により、くりぬき水路の旧状は依

然不明であり、すくなくとも現在の水路出口は

戦後付近において造成工事が行なわれた際の構

築であり、約20mにわたるヒューム管の伏設も、

これと時期を同じくするものであることが判明

した。したがって水路の旧出口は、現出口の約

20mよりもなお西方の山裾の等高線変換点下で

あることが推定され、平地部分における水路は

よく保存されていることと判断した。残る課題

は、新旧水路の接点を求明することとなった。

（2）第2次調査の経過
第2次調査は、昭和54年12月17日から開始さ

れた。

34号須恵器窯跡

34号窯跡は第1次調査によって発見された窯

体の断面を中心として、1200誠の竹薮と雑草を

筏探し、現在の地形を50cm等高線によって地形

実測をした。

まず、窯体の遣存している丘陵最上部の発掘

を人力により12月21日より開始した。灰原部分

の調査については、灰層の流失と、後世の堆積

土量を考慮した結果、現地形が急斜面であり、

加うるに調査区の西端に隣接している府道岸部

一束佐井寺線は、路線バスも運行される交通量

の多い道路でもあり、危険防止の重要性から、

工法上の検討のため一時調査を中止したが、諸

般の準備が整った2月8日から重機械を導入し

て調査を再開した。

調査の進行により、窯体はほぼ同一主軸線上

に、2基が縦続して構築されていることが判明

し、上部に構築されたものを「34－A窯」・下

部に構築されたものを「34－B窯」と呼称する

こととした。

特に34－A窯は窯体の遣存が良好で、一部で

はあるが、天井部分も遣り、本市においてはは

じめて、大阪府北部地域においては、豊中市の

村町下地窯につぐ第2違例となった。

34－Bは窯体の中間部が、後世の段畠造成に

よって削り取られて上下に2分されて遣り、上

部では34－A窯の構築によって破壊された窯体

の窯床とわずかな窯壁が認められ、中央部は削

り残された焼土が痕跡程度に残存していた。下

部では段畠造成時にほぼ水平に削られた窯壁と、

燃焼部の窯床が遺存していた。次いで、堆積土

の排土が完了し、本格的な灰原調査を開始した。

灰原は34－B窯の燃焼部端から扇形に展開して

いるが、窯尻から下方の地山は急激な傾斜とな

り、この傾斜部分には、ほとんど黒色灰層が遺

存せず、直接地山が検出された。これにつづく

灰原末端の地山は傾斜がゆるやかになり、再び

濃厚な黒色灰層が現われる。これは灰原の中央

付近におこった崖崩れにより、灰層が下方に押

し流され末端部に堆積したものである。したが

って、灰原の層序は旧態をとどめず、層序の逆

－　5　－
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転・混入があることも予想された。

灰原を4区に区分して順次検出をつづけなが

ら、窯体の清掃・写真撮影・実測を併行して実

施し、灰原の写真撮影・層序の実測、さらに埋戻

しをもって3月31日すべての調査を完了した。

なお、3月9日（日曜日）に現地説明会を計

画したが雨天のため延期し、3月15日（土曜日）

午後2時より3時まで、市民約50名の参加を得

て現地説明会を実施し、遺構・遣物を公開して

調査状況を説明した。

第4図　現地説明会風景

くりぬき水路

くりぬき水路は窯跡の調査と併行して調査を

行い、3月26日重機械を導入して、前年の試掘

境の現在出口寄りに、4mX4m深さ4mの掘

削を行ったが、土層は含水率の高い青色砂質粘

土から砂質土に変り、出水も激しく深さ4mを

もって重機械の掘削限度に達するも遺構を発見

することができず、ひとまず埋戻した。重機械

操作中、雑草中にマンホールの存在することを

発見し、重機械によって蓋を排除して内部を点

検した結果、このマンホールが、現出口にて点

検したヒューム管と角形水路の接続点に設置さ

れたものと推定された。この山側につづく角形

水路が、創設時のものが否かは、外部よりの観

察のみでは確認できず。3月29日重機械を大形

のものに変更し、前年度検出した補修跡とマン

ホールの中間を4mX5m深さ4．3m掘削して、

コンクリート造りの角形水路の上蓋を検出した。

しかし上蓋清掃中も周壁の崩壊が相つぎ、作

業者の危険を考慮して写真撮影をもって検出を

中止した。3月31日は夜来の降雨をもって現況

が泥状となったをかで、山裾の等高線変換地点

に重機械をすすめ、4mX4m深さ3mを掘削し

て、3月29日検出したと同一構造の角形水路の

上蓋を検出した。これによりくりぬき水路の創

設時出口とコンクリート造り角形水路の接点は、

なお山寄りに存在するものと推定し、山裾に掘

削境を拡大したが重機自体が、掘削嬢の周壁を

崩すにいたり、作業を終止するを止むなきに

至った。この調査により、等高線変換地点下か

ら現出口の間に至る水路は、その伏設時を究明

するには至らなかったものの、保存状況がかな

り良好であることは判明した。

第4章　34号須恵器窯跡の調査

（1）窯の立地
佐井寺の集落は、正雀川の支谷が形成した標

高30m～50mの、小段丘を立地とする集落であ

る。したがって集落は四方に洪積丘陵を背負い、

わずかに東北方にむけて支谷を開口し、この支

谷をめぐって段水田が造成されている。集落の

東北端より下流の支谷は、千旦ニュータウンと

佐井寺を分界しているが、支谷をめぐる水田は

現在ほとんど宅地化し、府道山田佐井寺線の工

7

事によって消滅しようとしている。この支谷の

東南側は、集落の西南からのびてきた洪積丘陵

が、ゆるやかな起伏をもちながら釈迦力池にま

でのび、51号須恵器窯跡の発見された標高51mを

ピークに、複雑な支丘陵を構成している。集落の

東側に標高46mの支丘陵が南から北へむけて伸

び、その先端にちかく、西面する斜面の上方に34

号須恵器窯跡が構築されている。

この丘陵と谷部は此高約18mで、かなり急な
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斜面となっているが、窯体はその斜面の最上

部に築かれ、灰原は谷底にまでおよんでいる。

窯体は34－A・34－Bと2基あるが、良好に

遺存したA窯をみると標高44m付近を焚口とし、

最上端は標高47mまでおよんだと思われる。丘

陵項部がすでに島地として平坦化されており、

これによって窯体上端が削平されたらしく、煙

出部は消滅している。これは窯体上端の切断面

に歴然とあらわれている。B窯は標高39．2mを

焚口としており谷底までの此高は約10mである。

したがってB窯もやはり斜面の上方を選んで構

築しているといえる。A・B両窯とも主軸線を

ほぼ同一にとり、丘陵の等高線に直交して構築

していることが測量により認められた。

（2）窯体の構造

34－A窯跡　この窯は焼成部上端と焼成部中

間の側壁の一部を欠失しているが、焼成部・燃

焼部とも良好に遺存している半地下式無段無階

麗6図　34号窯跡の景観

式の登窯（誓窯）である。主軸方位はN－82L

Eで、窯体の残存部全長は10．85m、窯巾1．84m～

1．44mの比較的均正な構造の窯体であるといえ

る。

第7回　上方からみた34－A窯跡

9



平面形をみると、最大巾は焼成部先端付近に

あり、焼成部下端から燃焼部にかけて序々に窯

巾を減少し、やや特殊な形状をしている。

床面はほぼ平滑で、焼成部は21度の傾斜で直

線にのぼり、ほとんど凹凸はみられない。焼成

部下端から燃焼部へ至る窯床は、傾斜がゆるや

かになり、燃焼部に至って窯床はほぼ水平とな

る。

焼成部の側壁は、仕上げが均正で特に上半は

最大巾が床面の立上り部分にあり、典型的な、
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「断面かまぼこ状」を呈している。この上半部分

においては窯壁の上塗り粘土は認められず、か

えって精良な粘土層を振り込んでつくったこと

を証明する掘削用具の刃先の痕跡が残っており、

掘削用具の使用方法（右手に用具をもち右上か

ら左下に向って操作している状況）が明確にわ

かるほどである。

燃焼部は巾1．58－1．44mで、ほぼ水平になっ

た床面が、焚口付近でわずかに上がる傾向をみ

せる。最終窯床は床面の置土が、黄赤色に被熟

し硬化しているが、この床面化した焼土混りの

置土を除くと、約0．17m下位に築窯当時の窯床

があらわれた。この面を精査すると、全体とし

ては、長径2．29mX短径1．18m深さ17cmの楕円

形の落込みが検出され、この窯が古段階におい

て、所謂「舟底形燃焼部」と呼ばれている落込

みをもっていたことになる。この舟底型落込み

のすぐ前方では焼土がなくなり、地山の黄色粘

土層が大きく扇形に展開することより、この部

分が焚口であったことは明らかであるが、この

右側には巾35cm、深さ20cmのU字型溝が南側に

向って延びており、おそらく排水機能を有する

溝であろうことを推定させた。

なお、本窯調査上の最大の成果としては、ド

ーム型天井の遺存することを確認し、これを破

損せしめることなく検出できたことである。こ

のドーム型天井部は、燃焼部と焼成部の接点を

中心として、最狭部においてすら0．8mを遣存

しており、天井部を仔細に観察することができ

たことはまことに幸なことであった。この天井

部を観察するかぎりにおいて、スサ入粘土をも

って天井部を構成した後、その上面に砂質粘土

を塗り重ねていたものと思われ、これも赤色焼

土化していた。この部分においては、床面から

天井面までは、1．3mを測り、小腰をかがめる程

度の姿勢で窯語・窯出し等の作業ができること

が判明した。1mにも満たない天井部の残存で

はあったが、窯体の天井高を確認し得たことは、

大きな成果といえよう。またかかる天井部を遺

存する窯跡を発見調査したのは本市では初例と

なった。

第10図　側壁の掘削工具の痕跡
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第12図　西方よりみた34－A窯跡

第13図　焚口よりみた34－A窯跡
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34－B窯跡　この窯は焼成部の上端が失われ、

後世に行われた畠地造成によって、燃焼部床面

と焼成部上半の床面と右壁のごく一部を除き、

窯体の大部分は破壊せられている。このため窯

体は焼成部上半の一部と、燃焼部に二分されて

おり遺存度は非常に悪い。

昭和53年度に行われた試掘調査時、確認され

たのは、このうちの焼成部上半床面と右壁の一

部の断面である。

窯体の遺存部分を計測すると、全長9．70m、焼

成部巾1．45m、燃焼部最大巾1．70mを計測する。

焼成部の床面は主軸長2．60mが残されているの

みであり、この部分の傾斜は30度をもって直線

的に登る構造である。砂質粘土の地山を掘り込

んで構築したため、窯壁がもろい。スサ入粘土

で上塗りをした痕跡もみとめられなかったが、

あるいは剥離したのかもしれない。窯床では、

暗赤色に被熱した硬質の砂層が検出された。こ

の部分以下では流失によって、わずかな赤色焼

土と崩壊流下した窯壁をみとめるのみで、明確

に検出された部分は、焼成部下端とそれに続く

燃焼部と、焚口からその前庭に展開する灰原で

ある。

燃焼部の床面は2枚みとめられ、地山黄色粘

土の黄白色酸化層上に、炭・焼土・窯壁塊など

の混合した置土が20cmの厚さで敷かれ、その上

層はさらに灰色に被熱していることから最終段

階における床面であることがわかった。この床

上げに際して右側壁のみを15cm内側に貼りなお

したため、窯体巾もそれだけ狭くなっている。

したがって右側壁のみが明確に2枚であること

が認められる。

後日B窯を廃棄して上段にA窯を構築したの

は、前述したB窯の地盤の劣悪さによる経営の

困難さから離脱を図ったことによるものであろ

う。

第14図　34－B窯跡焼成部と34－A窯跡
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第15図　34－B窯跡実測図
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第16図　34－B窯跡燃焼部

（3）灰　　原
34－A・B両窯は、ほとんど主軸を一にして

上段と下段に縦続する形で構築したため、灰原

は同一地点に重複し、かつ長年月にわたって下

方にむかって流下したため、A・B両窯の灰原

を峻別することは不可能であった。34－B窯の

焚口下方に堆積する若干の灰層はみとめられる

が、その下方は急激な斜面となって、地山の軟

弱な細砂層が露出し、灰層は一部断絶している。

最下方に至って地上の傾斜がゆるやかになる部

分に濃黒色の灰層が、多量の須恵器を包含して

集中的に堆積し、その厚さは最大部分で0．8mに

も達した。このうち窯体主軸方位において、灰

原の断層があり、上方から流下堆積したと思わ

れる、精良な黄色粘土と白色粘土が互層をなす

大粘土塊があり、これを中央にして、東・西・

北と分断された形となっている。

これらの状態を観察すると、斜面中腹から下

方にかけて、大きな地滑りがおこり、B窯直下

の灰層を残して、灰層の大部分が最下方に押し

流されて堆積し、灰原を二分したものと理解で

きよう。

このように灰原自体は、両窯の操業期におけ

る前後関係を把握するには困難が多いが、灰層

を1～4の各区に分け、各区において分層的発

掘をした。

さらに窯体構築の状況と窯体内で発見された

遺物によって、あらかじめ把握された操業期と

を比較検討することによって、次のような理解

に到達した。

まず、B窯焚口の直下にのこされた黒色灰層

は、大半がA窯のもので、出土遺物も新しく、

また主軸上の土層断面をみると、B窯床面堆積

土とは明らかに分離でき、即ち灰層が上方から

流下してきたものであることを示している。す

なわちB窯からかき出された遣物と、A窯から

かき出された遺物が、この灰層の下方では少量

の混合があることは考えられても、黒色灰層の

主体はおおむねA窯から排出されたものと者え

ることが最も妥当であると理解した。
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つぎに4区に分けて、分層発掘を実施した最

下部の濃黒色灰層は、予想に反して層序がよく

保たれており、概ね下層と上層の器形の時期的

な変化を表わしており、すなわち古い方が下層

に新しい方が上層へと堆積する傾向を示してい

る。とくにA窯操業期に比定できる新しい段階

の須恵器は上層にのみ堆積していた。つまりA

・B両窯の灰層が重層しているにせよ。A窯の

灰層は上層において少量がみとめられるにすぎ

ないといえる。

第17回　下部灰原断面（2区）

第18図　下部灰原断面（3区）
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第19図　灰　原　土居　図

（3）出土遺物

今まで述べたように本窯は34－A・B窯の2

基が主軸を同じくして構築されており、その各

々の窯を区分して、出土遣物を考察すべきであ

る。しかし、灰原にあっては両者の遺物が混在

しており、厳密な区分は不可能であるといえる。

幸にも本窯の構築された時期は、6世紀を通じ

て継続してきた古墳時代須恵器の器形が、大き

く変化する時期であり、34－A・B窯について

は、出土遺物にも大きな差異が認められる。し 第20図　灰原における嚢出土状態
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たがって窯体内出土資料との対比によって、両

窯灰原の遣物の位置づけは可能であり、この点

については前節にも述べたとおりである。これ

をふまえて、34－A・B窯と灰原の層位の関連

を表にすると次表のようになる。

窯 跡 床　　　　 面 対 応　 す　 る　灰　 層

34－ B
古 （第1次床面）

下部灰原中 ・下層
新（第2次床面）

34－ A
古 （第1次床面） 上部灰原 ・下部灰原上層

新（第2次床面） 上部灰原．・下部灰原上層の堆積上

第1表　遺物の出土位置と層序区分

窯体内出土遺物　窯体内出土遺物については

床面に密着した遺物を基準にし、A・B両窯で

みられた各々2段の窯床のうち、古い段階を、

（古）、新しい段階を（新）とした。したがって窯

床面を基準とすれば、古いものから新しいもの

への変遷は、34－B（古）→34－B（新）→34－A

（古）→34－A（新）と移行する四つの段階が明ら

かである。各段階における窯床の出土遣物は、

焼台として使用されたと思われる大型婆の破片

を除くと、概して少なく、杯を主として図示し

たのが、第21図である。

34－B窯は、（古）・（新）とも杯器径が14－15cm

クラスで、概して大きく、立ちあがりは内傾が

著しいものの、まだかなりの高さを保っている。

杯身・蓋ともに器底・天井部のヘラケズリ調整

も明確に残っている。34－B窯の古・新両段階

は、形状・調整ともに大差なく、形状の変化も

生じていないといえる。

34－A窯は、古段階の検出資料が微量である

が、杯は明らかに10～11cmに小型化し、立あが

りも3mmと低く、大きな形態変化がおこってい

る。しかし身と蓋の形態が逆転したもの（かえ

りを有するつまみ付杯蓋）はみられない。

34－A（新）の杯（1）は立ちあがり受部が、

口縁より内側に入り、水平位置では外からはみ

られないほど退化している。また底部にはヘラ

ケズリ手法がみられず、回転へラ切りで未調整

のままである。受部の形状からみて、つまみ付

杯蓋の受部とほとんど同一であり、（1）は、杯

第21図　窯体内出土須恵器実測図

蓋とも考えられるが、器高が大きいこと底部の

仕上げが粗雑で、蓋の天井部とは考え難く、形

態逆転直前の杯身とした。

形態逆転後のつまみ付杯蓋は34－Aの窯体内

から細片で検出されたほか、灰原からも検出さ

れており、34－Aの（新）段階で、杯の形態の逆

転がおこっているといえる。したがって34－A

の第2次床面は両方のタイプの杯が併せて出土

している。34－A（古）の段階で同様な所見があ

ったかどうかは資料が少なく不詳としかいえな

いが、34－A（古）段階の杯（3・4）の形態・調

整上の特徴からみて、逆転はおこっていなかっ

たとするのが妥当であろう。
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灰原出土の遺物　灰原は、34－B窯直下の傾

斜面に遺された灰層を上部灰原とし、傾斜面の

谷にちかい部分に遺された灰層を下部灰原とし

た。

前者については灰層も薄く、層位的な発掘は

不可能であったが、後者は最大灰層厚が80cmあ

り、上層・中層・下層に区分して遺物をとりあ

げた。

上部灰層出土の須恵器は、器形から判断すれ

ば、大半が34－A窯期に属するものであるが、

34－B窯期に属すると思われる杯蓋（13）なども

ある。調査所見では、B窯の末端部を一部削っ

て、A窯の灰層が流れており、一部において両

者の遺物が混在したのであろう。

（9）～（12）は最も小型化したタイプの杯・杯

蓋である。さらに新しいタイプである。「かえり

を有するつまみ付杯蓋」も遺存が悪く実測でき

なかったが、数点出土しており、上部灰原は34

－A窯の古・新2段階にわたるものである。短

頚壷（14）は、口縁部の立あがりも少なく、痕跡

程度となっており、下部灰原中・下層出土のも

のと明確に対比できる。聾（15）は肥厚した口唇

部の直下に突帯を有するもので、浅い1条の凹

線で画された文様帯に、波長の長い特異な櫛先

波状文を措いている。下部灰原中・下層ではみ

られなかった新しいタイプの聾で、杯の形態変

化に止まらず、聾などにも新しい変化が及んで

いることを示している。

（16）は「盤」あるいは「皿」といえるものであ

り、台脚部を有するかどうかは不明であるが、

観察一覧表には「盤」としておいた。口縁の形

状は側部からややコーナーをもった調整を行な

い、さらに口端を上方につまみあげており、や

や複雑な仕上げをしている。所謂「盤」は、こ

の上部灰原及び、下部灰原上層から少量出土し

ており、おそらく34－A窯にともなうものであ

ろう。

下部灰原上層堆積土出土の遺物は、下部灰原

上に流入堆積した黄色土等に混在していたもの

で、上部灰原が流失した時のものと考えられる。

したがって上部灰原出土遺物と層序的には同等

のものと考えられ、杯蓋（17）及び杯（18・19）は

いずれも上部灰原出土遺物と形態的にはかわら

ない。このうち（17）は、かえりを有するつま

み付杯蓋で、口縁部内面のかえりは、水平にみ

た場合口縁下に出ないほど退化している。つま

みの形状は乳頭状にちかい擬宝珠形を呈し天井

部はヘラケズリ調整で仕上げている。

下部灰原上層出土の須恵器は、堆積していた

黒色灰層の概ね最上層からマイナス20cmまでの

間で検出されたものである。中層でみられるや

や大器径の杯を含みながらも（20）～（22）のよう

な小型化した杯・杯蓋および、かえりを有する

つまみ付杯蓋がみられた。高杯（23）は高脚の

2段すかしをもち、すかしは狭い長方形のもの

が2方に穿たれている。脚柱部の凹線は浅く、

1条のみで、脚裾部の凹線は全く省略されてい

る。

（28）は旗で口頚部は細く、大きくラッパ状

にひろがる口縁をもっている。提瓶（29）は内

湾しながらたちあがる口縁部と、肩部に付され

た豆状に退化した「耳」をもつことが特徴であ

る。出土提瓶の大半はこのタイプであるが、少

量ながら鈎状のもの、環状のものも認められて

いる。

下部灰原の中層から出土したものは、杯・杯

蓋については器径が14～15cmのものであり、

同上層でみられた小型化した杯は全くみられな

い。このことからも灰層堆積層は、上と下であ

きらかな時期差を表わしているといえる。

（36）・（37）は、やや深い椀形土器で、脚台部

がつけられていたかもしれない。（40）は器径6．2

cm・器高4．4cmのコップ型土製品であるが、側部

に2ヵ所、底部に1ヵ所の円孔があり、底部は

手持ちへラケズリ手法により仕上げられている。

口端はヘラ状のもので鋭利に切られており、土

器というより特殊な土製品とみるべきであろう。

（41）は装飾土器に付された動物であるが、取付

面の状況からみると装飾壷ではなく、浅鉢形器

台の鉢部口縁にのっていたものらしい。

下部灰原下層から出土のものは、杯の器径・

形態ともに中層のものと変るところはない。
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第23図　出土須恵器実測図

－　21－



（47）の台付椀は（37）より古相を呈するものか

もしれない。高脚高杯は、大・小2ツのタイプ

が出土しているが、いずれも長方形のすかしが

3方に穿たれている。同一のタイプは下部灰原

の中層～下層でのみみられ、上層ではみられな

い。すかしの穿孔方向が3方に開くものから2

方に開くものへと変化したことを本灰原出土の

資料が証明している。脚端部は断面三角形に肥

厚するなど装飾性を加味している。また（46）の

脚部凹線も脚柱部と脚裾部に各2条づつが明確

にみられ、（45）については、脚裾部の凹線のみ

省略されている。高杯の脚部におけるすかし孔

と凹線の組合せにも、杯の大きな器形変遷に対

応して微妙な変化をみせているようである。

以上、本窯各部出土の須恵器を、その出土部

位に即して、特徴とするところを略記した。出

土遺物は莫大を量にのぼり、最終的にはすべて

の整理を完了して詳細に述べられようが、さき

にも重ねて述べたように、本窯の経営期は、器

形の大きな変化期にあたり、その過程の解明は、

形態編年上の問題に大きく寄与しうるものと期

待される。また吹田市域における須恵器窯跡の

最終段階にちかく経営された窯として、最も内

容的に充実した資料を検出することのできた窯

として、特筆されるべきである。実年代として

は、7世紀初頭を中心とする2－30年の間に操

業されたと考えることが最も妥当ではないだろ

うか。

第24図　出土須恵器写真
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ST－34　遺　物　観　察　表

第2表　出土須恵器観察表（1）

出土位置 惑　 種 法　　　 皇 個　　　 　々　　 の　　　 特　　　 徴 色　　　　 調 胎　　　　 土

A

I

新

杯　 身 口　 径 ： 9 ．0cm た ちあ が りは 受 部 端 よ り下 方 に位 置 し、短 く外 反 して 外 ：赤 褐 色 1 m m 位 の 白 色 砂 多

1 受部 径 ：1 1 ．2cm の び 、端 部 は 丸 い。 底 部 は平 底 で 、 切 り離 し後 未 調 内 断 ：淡 赤 褐 色 数 含 む 。 粗

器　 高 ： 3 ．0 cm 整 。焼 成 は あ ま く、 軟 質 。

高　 杯 口　 径 ：1 1 ．4 cm 杯 部 底 部 は や や 平 底 で 、外 等 気味 にほ ぼ 垂 直 に立 ち 内 外 断 ：暗 灰 色 白色 砂 多 数 含 む 。

2 器　 高 ： 7 ．3cm 上 り、 丸 い 端 部 に至 る。 脚 部 は 外 反 し なが ら下 り、 粗

脚部 径 ： 7 ．0cm 端 部 で短 か く外 上 方 に の び る。 杯部 外 面 部 に 「－」

脚 部 高 ： 2 ．6cm ヘ ラ記 号 。

A

I

古

杯　 蓋 口　 径 ：1 0 ．女m 天 井 部 は 丸 味 を持 ち、 口縁 部 は 内等 気 味 に下 り、 端 内 外 ：淡 灰 青 色 白色 砂 多 数 含 む。

3 部 近 くで ほぼ 垂 直 に下 る。 回転 へ ラ削 り、 回 転 ナ デ

調 整 。

断 ：明 灰 色

杯　 身 口　 径 ： 8 ．8 cm た ちあ が りは や や 内 専 気 味 に の び 、 端部 は鋭 い。 受 外 内 断 ：淡 青 灰 色 0 ．5 － 1m m の 白 色 砂

4 受部 径 ：10 ．8 cm 部 は外 上 方 にの び、 端 部 は 丸 い 。 多数 含 む 。

B

l

新

杯　 蓋 器　 径 ：1 5 ．4 cm 内傾 が 著 る しい が0 ．8 cm め 高 い立 ち上 が り を有 す 。
内 外 断 ：灰 色

5 残 存 高 ： 2 ．艶m ヘ ラケ ズ リ調 整 に よ り、下 部 を仕 上 げ る。

杯　 身 口　 径 ：14 ．0cm 口縁 が 直 線 的 に垂 下 し、 丸 く仕 上 げ る。 や や 厚 手 。
内 外 断 ：灰 色

6‾ 残 存 高 ： 3 ．5cm ヘ ラ ケ ズ リ調 整 が良 好 に の こっ て い る。

B

l

杯　 蓋

7

口　 径 ：1 3 ．0cm 口縁 端 は 内 等 気 味 に下 り、端 部 近 くで ほ ぼ 垂 直 に下

る 。端 部 は 丸 い。 回 転 へ ラ削 り、 回 転 ナ デ。

内 外 断 ：灰 色 白色 砂 含 む 。

杯　 身 口　 径 ：1 2 ．0cm 底 部 は ほ ぼ 平 らで、 た ちあ が りは や や 内 傾 して の び 外 ：黒 灰 色 ～ 灰 色 白色 砂 含 む 。

古 8 受部 径 ：14 ．6cm

器　 高 ： 4 ．0cm

端 部 は 丸 い。 受 部 は ほ ぼ水 平 にの び 、 端 部 は丸 い 。 内 ：灰 色

上

部

灰

原

杯　 蓋 口　 径 ：1 1 ．0cm 口縁 部 は 内 等 気 味 に下 り、 端部 は 丸 い。 天 井 部 は平 外 断 ：青 灰 色 白 色 砂 多 数 含 む。

9 器　 高 ： 3 ．1cm らで 、 切 り離 し後 未 調 整 。 外 面 一 部 に暗 緑 色 の 自 然

粕 。

内 ：淡 青 灰 色 粗

杯　 蓋 口　 径 ：1 2 ．伽m 天 井 部 は 丸 味 を持 ち、 内考 気 味 に下 り、 端 部 近 くで 内 外 断 ：暗 灰 色 1 m m 以 下 の 細 か い

10 ほ ぼ垂 直 に下 る。 端 部 は 丸 い 。 天 井 部 は 切 り離 し後

未 調 整 。

白 色 砂 多 数 含 む。

杯　 身 口　 径 ： 8 ．8cm た ちあ が り は、 やや 外 反 して の び 端 部 は 丸 い。 受 部 外 ：暗 茶 褐 色 白色 砂 含 む。

1 1 受部 径 ：1 1 ．0 cm は上 外 方 にの び 丸 い。 底 部 は ほ ぼ 平 らで 、 回 転 ナ デ

を施 す 。 焼 成 は あ ま く、軟 質 。

内 断 ：黒 褐 色

杯　 身 口　 径 ：1 0 ．2cm た ちあ が りは や や 外 反 して の び 、 端部 近 くで 垂 直 に 内 外 断 ：暗 赤 褐 色 白色 砂 多 数 含 む。

1 2 受部 径 ：1 2 ．五 m た ちあ が り、 端 部 は比 較 的 鋭 い 。 受部 は 外 方 にの び

器　 高 ： 3 ．3cm 丸 い 。底 部 は 平 ら で 、切 り離 し後 未 調 整 。 焼 成 は あ

ま く、軟 質 。

杯　 蓋 口　 径 ：13 ．6cm 口縁 部 は 内 等 気 味 に下 り、端 部 は 丸 い 。 天 井 部 は平 内 外 ：暗 灰 色 白色 砂 含 む。 密

1 3 らで 、 回 転 へ ラ削 りを施 す 。 断 ：灰 色

短 頸 壷 口　 径 ： 6 ．0cm 口頭 部 は 内 傾 して の び端 部 は 丸 い 。 肩 部 はや や な だ 内 断 ：淡 青 灰 色 白色 砂 多 数 含 む。

14 残 存 高 ： 9 ．2cm らか で張 り が弱 く、 休 部 との 境 に 凹 線 を有 す 。 体 部 外 ：灰 色 ～

は 回転 へ ラ削 り。 肩 部 に 暗緑 色 の 自然 粕 。 黒 灰 色

聾 口　 径 ：2 4 ．鮎m 口 頭部 は 外 反 して立 ち上 り、 端部 に 1 条 の凸 線 が巡 内 外 断 ：灰 色 白 色 砂 含 む。

（口頭部）

15

残 存 高 ： 9 ．1cm る 。 端 部 はや や 角 ぼ る。 口 頸部 に は 2 条 、 凹 線 が巡

り、 荒 い 波 状 文 で加 飾 。 内 面 に暗 緑 色 の 自然 粕 。

盤 口　 径 ：3 9 ．2cm 口縁 部 は 外 上 方 に の び 、端 由 は 短 か く屈 曲 して 内傾 外 ：黒 灰 色 白 色 砂 多 数 含 む 。

16 残 存 高 ： 3 ．7cm す る。 端 部 は 丸 い 。 回転 へ ラ削 り、 回 転 ナ デ を施 す。 内 断 ：暗 灰 色

－　23　－



第3表　出土須恵器観察表（2）

出土位置 器　 種 法 ・　　 量 個　　　 　々　　 の　　　 特　　　 徴 色　　　　 調 胎　　　　 土

下

杯　 蓋 口　 径 ：10 ．0cm 天 井 部 は丸 味 を も ち、 なだ ら か に下 り、端 部 か ら÷ 外 ：黒 灰 色 ～ 白色 砂 多 く含 む。

1 7

「

器　 高 ： 2．8cm 程 度 の 内 面 に 、 や や 外 反 す る か え りを有 す る 。 つ ま 灰 色

部

灰

原

つまみ径 ：1．2cm

つまみ高 ：0．8cm

み は 高 く、 擬 宝 珠 様 を呈 す 。 内 断 ・：黒 灰 色

杯　 身 口　 径 ： 9．5cm た ち あ が りは や や 外 反 して の び、 端 部 は鋭 い 。 受部 外 ：‾淡 灰 色 白 色 砂 含 む。

上 18 受 部 径 ：13 ．4cm は 上 外 方 に の び 丸 い 。 底 部 は ほぼ 平 らで 、切 り離 し 内 断 ：灰 白色

堆

積

器　 高 ： 3．1cm 後 未 調 整 。

杯　 身 口　 径 ： 9．0cm た ち あ が りは外 反 気 味 にの び、 端 部 近 くで さ ら に強 外 ：黒 灰 色 ～灰 色 白 色 砂 含 む。
土 1 9 受 部 径 ：11 ．0cm く外 反 し、 端 部 は 丸 い 。 受 部 は上 外 方 に の び 丸 い 。 内 ：淡 灰 紫 色

器　 高 ： 2．7cm 底 部 は平 らで 、 切 り離 し後 未 調 整 。 断 ：灰 茶 色

下

部

灰

原

上

層

杯　 蓋 口　 径 ：11 ．0cm 天 井 部 は ほ ぼ平 らで 、 なだ ら か に下 り、 端 部 か ら÷ 内 断 ：灰 色 白色 砂 多数 含 む 。

20 器　 高 ： 3．1cm 程 度 の 内 面 に 内 傾 す る か え りを有 す る。 つ ま み は 高 粗

つ まみ径 ：1 ．女m

つ まみ高‘：1．1 cm

く擬 宝 珠 様 を呈 す 。 外 面 に暗 緑 色 の 自然 粕 。－

杯　 身 口　 径 ： 9．0cm た ち あ が りは外 反 して 短 くの び、 端 部 は 丸 く、 受 部 内 外 ：暗 青 灰 色 白 色 砂 多 数 含 む。

21 受 部 径 ：11 ．0cm は ほぼ 水 平 に の び 丸 い 。 底 部 は ほぼ 平 らで 、切 り離 断 ：暗 灰 色

器　 高 ： 3．0cm し後 未 調 整 。底 部 に 「×」 へ ラ記 号 。

杯　 身 口　 径 ： 9．8cm た ち あ が りは外 反 して の び 端 部 は 丸 く、 受 部 は上 外 内 外 断 ：灰 色 白色 砂 多 数 含 む。

22 受 部 径 ：1 1 ．4cm 方 にの び 丸 い。 底 部 は ほ ぼ 平 らで 、 切 り離 し後 未 調 粗

器　 高 ： 3．3cm 整 。 外 面 暗 緑 色 の 自 然粕 。

高　 杯 脚部 径 ：1 4 ．0cm 上 位 寸 は ほ ぼ垂 直 に 下 り、 以 下 は 外 反 して下 り、裾 内 外 断 ：黒 灰 色 1 m m1位 の 白 色 砂 多

23 現 存 高 ：1 3 ．0cm 部 で 外 方 へ の び 、端 部 は 丸 い 。 上 位 寸 に浅 い沈 線 が

2 条 巡 り、 そ の上 下 に二 方 に細 長 い長 方 形 ス カ シ孔

が 外 か ら内 へ 穿 た れ て い る。 内 部 、 しぼ り目顕 著 。

外 面 、 暗 緑 色 の 自 然粕 。

数 含 む 。

高　 杯 口　 径 ： 8 ．8cm 杯部 底 部 は ほ ぼ平 らで 、 外等 気 味 に上 方 に の び 、端 内 ：淡 黒 灰 色 1 m 位 の 白 色 砂 多

24 器　 高 ： 5．4cm 部 は 丸 い 。 脚 部 は外 反 して 下 り、 端 部 は 強 く屈 曲 し 外 ：淡 黄 褐 色 数 含 む 。

脚 底 径 ： 5．2cm

脚　 高 ： 2．0cm

て短 く上 方 に の び る 。 杯部 焼 成 は 甘 く、 軟 質 。

短 頸 壷 口　 径 ： 9．6cm 口頭 部 は 外 反 して上 方 にの び 、端 部 は丸 い。 肩 部 は 内 外 断 ：淡 灰 紫 色 0．2～ 0．a nm の 白色

25 残 存 高 ： 9．8cm な だ らか で 張 りは弱 く、体 部 との 境 に 2 条 の沈 線 を

巡 らす 。 洗 練 よ り下 方 に カキ 目 を巡 らす 。 暗 緑 色 の

自 然粕 。

砂 含 む 。

短 頸 壷 口　 径 ： 8 ．8cm 口頭 部 は 垂 直 に の び 、端 部 は 丸 い 。 肩 部 は は りが 比 外 内 断 ：淡 青 灰 色

26 残 存 高 ： 5．3cm 較 的 強 く、 休 部 と の境 に 凹 線 を有 す 。 休 部 の 回転 へ

ラ 削 りは 、 消 して い る 。

瓦泉 基 部 径 ： 3．もm 口頸 部 は 基 部 細 く、外 反 して 立 ち上 る。 休 部 、 外 下 外 ：灰 色 1 － 2 m m の 白 色 砂

28 休 部 径 ： 9．4cm 方 に 外 傾 して 下 り、 休 部 最 大 径 よ り上 に 3 条 凹 線 が 内 ：灰 色 多数 含 む 。

残 存 高 ：14 ．0cm 施 され 、 その 後 、 内 奪 して 下 り、 丸 底 を形 成 す る 。

凹線 直 下 に最 大 径 を有 す 。

提　 瓶 口　 径 ： 6．2cm 口頭 部 は や や 外 反 して立 上 り、端 部 近 くで ほぼ 垂 直 内 ：淡 青 灰 色 0 ．2～ 0．a nm の 白 色

2 9 残 存 高 ：16 ．1cm に の び る。 端 部 は 丸 い。 肩 部 は 丸 くは り出 す 。耳 部 断 ：淡 茶 灰 色 砂 多数 含 む 。

は ボ タ ン状 。 外 ：暗灰色～暗茶灰色

下

部

灰

原

中

層

杯　 蓋 口　 径 ：14 ．1cm 天 井 部 は 丸 味 を持 ち、 口縁 部 は 下 外 方 に下 り、 端 部 外 ：淡 灰 茶 色 0 ．5～ 1m m の 白 色 砂

3 0 器　 高 ： 3 ．9cm 近 くで垂 直 に近 く下 る。 内 ：淡 灰 色

断 ：灰 色

多数 含 む 。

杯　 蓋 口　 径 ：13 ．6 cm 天 井 部 は 丸 味 を持 ち、 口縁 部 は 下 外 方 に下 り、 端 部 外 ：淡 青 灰 色 0 ．5－ 1mm の白色 砂

3 1 器　 高 ： 3 ．5cm は丸 い 。灰 を かぶ り、 外 面 に うす く 自然 粕 か か る。 内 ：暗 黒 灰 色

断 ：セ ピ ア色

含 む 。 粗

杯　 身 口　 径 ：1 2 ．6cm た ちあ が りは 外 反 して の び 、端 部 は 丸 く、 受 部 は上 内 外 断 ：暗 灰 色 1 m m以 下 の細 か い

3 2 受部 径 ：14 ．8cm

器　 高 ： 3 ．7cm

外 方 に の び 丸 い 。 白色 砂 若干 含 む 。
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第4表　出土須恵器観察表（3）

出土位置 器　 種 法　　　 量 個　　　 　々　　 の　　　 特　　　 徴 色　　　　 調 胎　　　　 土

下

部

灰

原

中

層

杯　 身 口　 径 ：12 ．4 cm た ち あ が りは や や 外 反 して の び 、端 部 は 丸 く、 受 部 内外 ：暗 青 灰 色 砂 多数 含 む 。 粗

3 3 受 部 径 ：14 ．7 cm

器　 高 ： 3 ．7 cm

は上 外 方 にの び 丸 P 。 断 ：赤 茶 灰 色

有　 蓋

高 杯 蓋

3 4

口　 径 ：14 ．6 cm
器　 高 ： 4 ．8 cm

つ まみ径 ：3 ．0 cm
つ まみ 高 ：0 ．6 cm

口縁 部 は 内等 気 味 に外 下 方 に下 り、端 部 は 丸 い。 天

井 部 は丸 味 を持 つ 。 口縁 部 と天 井 部 の 境 に浅 い凹 線

が巡 る 。

内外 断 ：淡 灰 色 白色 砂 含 む 。

無蓋高杯 口　 径 ：11 ．8 cm 口縁 部 は 内等 気 味 に上 外 方 に ひ ら き端 部 に至 る。 端 外 断 ：暗 灰 色 白色 砂 多 数 含 む 。
（杯部）

3 5

部 は 丸 い 。底 部 下 位 と 口縁 部 と の境 に各 1 条 の 凸 線

を有 す 。

．内 ：灰 白色 粗

椀 口　 径 ：12 ．2 cm 口縁 部 は わ ず か に内 考 しな が らの び 、 2 条 の 凹 線 を 内外 ：黒灰 色 白色 砂 多数 含 む 。

3 7 残 存 高 ： 9 ．五m 有 し、 そ こか ら わず か に外 反 しな が らの び 、 端 部 は

丸 い。 底 部 は 深 く丸 味 を持 つ。

断 ：暗 灰 色

台 付 壷 脚 部 径 ：13 ．五m 中 位 ま で外 反 して 開 き、 そ こ で鋭 い 稜 を呈 し、 下 半 内 ：淡灰 青 色 ‾ 白色 砂 微 量 含 む 。

（脚 部 ） 残 存 高 ： 7 ．2 cm 分 は外 下 方へ 内 等 し て開 き、 端 部 は 内傾 す る平 面 を 外 ：淡灰 茶 色

3 8 呈 す 。 三 方 に細 い 長 方 形 の ス カ シが穿 た れ る。 断 ：　 ク

器形不明 口　 径 ：19 ．8 cm ゆ る く内傾 し な が ら の び、 端 部 近 くで 弱 く外 反 し、 外 ：淡 黒灰 色 ．白色 砂 含 む 。

3 9 残 存 高 ：13 ．3 cm 端 部 は 内傾 して 平 ら な面 を呈 す 。外 面 は タ タキ を施 内 ：灰 黒 色

した後 、 回転 ナ デ で 消 す 。 体 部 中央 程 に凹 線 を巡 ら

す 。

断 ：黒灰 色

不　 明 口　 径 ： 6 ．・2cm 底 部 は 丸味 を持 ち、 ÷ 位 の所 か らほ ぼ 垂 直 に上 る。 内外 ：灰 色 白色 砂 多数 含 む 。

4 0 器　 高 ： 4 ．壷m 端 部 は ヘ ラ で 雑 に切 り不 整 形 。底 部 は 手 持 へ ラ削 り。

底 部 中央 1 、側 面 上 位 2 、外 か ら内 ヘ ス カ シ穴 を穿 つ 。

動　 物 高 ： 7 ．3 cm 一 部 暗 緑 色 の 自然 粕 有 。 装 飾 付 器 台 か 。 ピ ン と立 っ 灰 色 白色 砂 含 む 。

4 1 長 （胴部）：4 ．7cm

幅 ： 1 ．9 cm

た耳 が特 徴 的 。

長 頚 壷 口　 径 ：27 ．伽m 外 反 して の び 、 端 部 近 に鋭 い 凸線 を有 し、 端 部 は、 外 断 ：暗 紫 灰 色 白色 砂 含 む 。
（口頚部）

4 2

残 存 高 ： 7 ．3 cm 内 傾 す る 平 面 を呈 す 。 上 位 3 条 ・以 下 不 定 間 隔 に

1 条 ず つ 凹 線 を巡 ら し、 3 条 の 凹 線 よ り下 にカキ 目を

施 し、 そ の 上 に刺 突 文 を施 す。

内 ：　 ク

下

部

灰

原

下

層

杯　 蓋 口　 径 ：13 ．2 cm 口縁 部 は 内考 気 味 に下 方 に下 り、端 部 は 丸 い 。 天 井 外 ：淡 灰 黄 色 白色 砂 含 む 。

4 3 器　 高 ： 3 ．9 cm 部 はや や 丸味 を持 つ 。 内 ：淡 灰 紫 色

断 ：　 ク

杯　 身 口　 径 ：12 ．1 cm た ち あ が りは 内 等 気 味 に の び、 端 部 は 比較 的 うす く 内 ：淡 紫 灰 色 白色 砂 含 む 。

44 受 部 径 ：14 ．1 cm 鋭 い。 受 部 は 外 上 方 にの び丸 い。 底 部 は深 く丸 味 を

持 つ 。

外 ：淡 青灰 色

高　 杯 脚 部 径 ：16 ．2 cm 外 反 して下 り、端 部 近 くで 外 上 方 に の び 、端 部 は 下 内 外 ：灰 黒色 白色 砂 多数 含 む 。

4 5 残 存 高 ： 8 ．6 cm へ つ ま み 出 す 。 三 方 に細 長 い ス カ シ を穿 ち、 その 上

部 に凹 線 を巡 らす 。 内 面 自然 粕 有 。

断 ：灰 色

高　 杯 脚 部 径 ：10 ．8 cm 脚 裾 は外 反 して 下 り、 端 部 近 くで短 か く外 上 方 にの 内 外 断 ：暗 灰 色 白色 砂 多数 含 む 。

（脚 ）

4 6

残 存 高 ：11 ．1 cm び 、 屈 曲 して端 部 に至 る。 中 央 部 に 2 条 凹線 が 巡 り、

そ の上 、 下 方 に三 方 、 細 長 い ス カ シ孔 。

台 付 椀

4 7

口　 径 ：12 ．0 cm
脚 部 径 ： 8 ．9 cm
脚 部 高 ： 2 ．0 cm

器　 高 ： 8 ．0 cm

口縁 部 は 直 立 して た ち あ が り、 中位 に 凹 線 を巡 らす 。

脚 部 は外 反 して 下 り、 端 部 は 内傾 す る。端 部 内 面 に

段 を有 す 。

内 外 ：淡 紫 灰 色 白色 砂 含 む 。 密

短 頸 壷 口　 径 ： 7 ．5 cm 口頭 部 は 外 反 し ての び、 端 部 は 内傾 して 平 面 を呈 す 。 内外 ：淡 紫 灰 色 白色 砂 多 数 含 む 。

4 8 器　 高 ： 8 ．5cm 肩 部 の張 は 弱 く、 底 部 は深 く丸味 を持 つ 。 休 部 中 央

に縦 方 向 の ヘ ラ描 有 。

す り鉢 口　 径 ：11 ．も m 休 部 は 内等 気 味 に上 外 方 に の び 、 中位 に 2 条 凹線 を 内 ：灰 色 白色 砂 多 数 含 む 。

4 9 器　 高 ：12 ．0cm 巡 らし、そ こか らほぼ 垂 直 に の び 、 端部 近 くで や や 外

反 す る 。 端部 は平 面 を な す 。底 部 は 丸 味 を お び る 。、

小 孔 が 十 字 形 に 5 個 （現 存 4 個 ）穿 た れ る。

外 断 ：淡 青 灰 色
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第5章　くりぬき水路の調査

（1）くりぬき水路の立地

佐井寺くりぬき水路は、「中西家文書、佐井寺

山操抜水路図」に書かれたとおりで、見取り図

とはいえかなり正確なものであることは、現地

形をみてもよくわかる。

すなわち、正雀川の支谷が形成した佐井寺谷

の南から東北にむかって釈迦ヶ池に派生する洪

積丘陵の最狭部の地下をくりぬいている。

水路の現入口は、吹田市佐井寺1丁目25番地

にあり、現出口は、吹田市佐井寺3662番地にあ

る。水路はこの両地点を必ずしも直線的に結ん

でいるとは考え難いが、現出口付近は、昭和30

年代の前半に行なわれた造成工事によってかな

り変形されているので、旧出口の位置を推定で

きる確実な資料はない。

現在の水路出口より観察すると、比高約12m

の、竹林に覆われた丘陵が、1000I正にわたる湿

地帯の彼方にみえる。府道岸部～東佐井寺線は、

この丘陵の最低部を越えて、一旦佐井寺支谷の

最低部に降り、千里テユータウンにはいる。

水路が道路を潜る部分は、34号窯跡の南南西150

mの地点にあたる。佐井寺地区の人々が、幕藩

体制下の苛放課求に耐えかねて、山頂にまで溜

池を掘って農耕を支えた時代に、佐井寺の自然

流水を釈迦力池に導入しようとした岸部地区の

人々が、この丘陵を操抜いた卓見は敬服すべき

ものであろう。
＜

（2）水路出口の構造
くりぬき水路の出口は、現時点で三ッに分け

l

て考えることができる。すなわち最下流の現出

口（A）・中間マンホール設置地点の（B）・中間

マンホールからコンクリート伏樋の終る地点（O

である。

A地点は、昭和53年度の略調査により、明確

に把握された地点であるので、今回は調査の対

象から外した。
1

B地点は、昭和53年度の試掘調査時、A地点

から望見した延長20m余にわたると推定された

ヒューム管の終点（A地点を原点とする半径約
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第26図　くりぬき水路調査地点景観

20m）の地下状況を把握するため重機械を導入、

して試掘をはじめた。最初A～C両地点を結ぶ

直線上に4mX4m深さ4mの試掘境を設けた

が、遺構を発見するに至らず、一たんこの試掘

境を埋め戻して、北側に試掘境を設けるため、

重機械を操作中、雑草下の堆積土に埋れたマン

ホールを発見した。このマンホールにおいてヒ

ューム管は終り、これより現入口方面には角形

の水路が開口することがわかった。マンホール

の内部を点検するため調査員の入孔も考えられ

たが、マンホール内における溜水より気泡の浮

上する状況より、ガスの発生も考えられ、加え

て酸欠の危険も考えられたので入孔を断念し、

マンホール上から水面までの深さ4．2m、内部溜

水の深さ20cmを確認し、このマンホールをB地

点とした。

つづいて、B地点をやや離れた地点に試掘壕

を設けるため、重機械を大形と交換し、4mX

5m深さ4．3mに達する試掘嬢で、上面巾1．2m

のコンクリート製伏樋（？）を検出した。湧水に

よる試掘境の崩壊をおかして調査員を三度、試

掘境に入境させ伏樋の構造確認にあたらせたが、

崩土による人命の危険が予測されるに至ったの

で、伏樋の材質確認と上面巾の実測・伏樋の走

行方向を推定するにとどめて、試掘境を埋め戻

した。

つづいて、伏樋と創設時のくりぬき部分の接

点を検出するため、山裾の等高線変換点上に試

掘境を設けるため、昭和53年度に設定した試掘

境とB地点を結ぶ直線上を撰定して、5mX5

m深さ3mの試掘境を設けた。この試掘境でも、

前述の試掘境で検出したと同様のコンクリート

製伏樋の上面を検出し、二度にわたって調査員

を入境せしめ、伏樋の終点の検出にあたったカミ

この地点は前地点に倍する湧水により墟壁の崩

壊が激しく、伏樋の上面巾を検出し、山側にて

わずかな赤土層への掘型を発見したのみで、伏

樋の終点を発見することができぬままに、埋戻

しをし、かろうじて重機械が湿地帯から脱出す

ることができた。

この調査によって、A・B両地点のヒューム

管およびマンホールが、昭和30年代の前半にお

ける造成工事によって設置されたことは、ほぼ

確実（ちなみにマンホール蓋には⑨のマークと、

「大阪府」の文字が刻まれている）と牟ったが、

B・C両地点を結ぶ伏樋の創設年代は詳細にす

ることができなかった。
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第27図　B地点マンホール

第28図　試掘墳N02であらわれた伏樋



第6章　その他の調査

（1）51号須恵器窯跡
遺跡の発見　昭和55年1月24日大阪府文化財

愛護推進委員　奥保蕃氏が、佐井寺東地区土地

区画整理事業による造成地を踏査中、31ブロッ

ク地区の東西にのびる尾根の最高地点付近にお

いて、若干の須恵器細片と窯壁塊を採集した。

同氏は直ちに市教育委員会に通報するととも

に、大阪府文化財愛護推進委員鍋島敏也氏にj善

給した。午後3時、発見者・市教育委員会・区

画整理謀の3老立会による検分が行われたが、

本窯跡は従来の遺跡分布図には記載されていな

い新規発見の須恵器窯跡であることが判明し「51

号須恵器窯跡」と命名された。

窯跡の発見された場所は、吹田市大字佐井寺

で小字は「清水」である。

佐井寺峠から釈迦ヶ池方面に派生する主尾根

が、34号須恵器窯跡の所在する小尾根を分岐し

たのち、3方に分岐しようとする主尾根の最高

部（51．62m）の南東側で斜面が南にむかって下

る等高線変換点（標高48m）にあたり、須恵器

窯跡の立地に相応しい場所である。当時発掘調

査が実施されていた34号須恵器窯跡とは、小支

谷をへだてをがら、直線距離わずか200mの地

点である。

試掘調査　昭和55年1月29日、遣物発見場所

を中心に、尾根上に1ヵ所（延長50m）斜面に

4ヵ所（総延長21m）の、合計5ヵ所にトレン

チを掘った。その結果、尾根上に薄い赤色焼土

と灰層の流れが、各1ヵ所みとめられたのみで、

斜面には灰原等を想定しうるような黒色灰層や

須恵器などはみとめられず、窯体・灰層を伴う

窯跡としての実体はすでに失われていることが

わかった。

傾斜面には厚い黄色土が堆積し、畠地造成・

竹薮経営によって相当地形が変更されているこ

とも明らかであり、窯跡はこれらの作業によっ

て破壊されたのではあるまいか、試掘調査によ

って、遺跡を見出すことはできなかったが、近

接地にすくなくとも1基の窯跡が存在したこと

は確実であり記録にとどめることとした。

出土遺物　遺跡発見時および試掘調査時に採

集あるいは検出した遺物は、須恵器11点、窯壁

塊若干であるが、さきに述べたように、いずれ

も原位置を保ったものではない。

須恵器は、杯・杯蓋・高杯脚部・椀・婆など

である。杯・杯蓋は直径11－12cmの小型化し

たもので、立あがりも退化している。これは34

－A窯跡で検出されたものと同様であり、経営

期が近似している。34号窯はA・B窯を含める

と前後に巾のある操業をしているが、51号窯に

ついては採集資料をみる限りにおいて、34号窯

操業期の一時期に該当するものといえよう。
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第30図　51号須恵器窯跡採集資料実測図
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第31図　溜　　池

第32回　瓦製樋管の検出状況

頂∴‾‾「㍗

第33回　瓦製樋管実測図

（2）農業用溜池とその遺物
吹田市は広域的には、瀬戸内式気候帯に属し

概して気候温暖で雨量の少ないのが特徴である。

千里丘陵の周縁および沖積平野においては、

水田潅漑を千里丘陵より流出する小河川および

縁辺部に構築せられた大きな溜池（釈迦ヶ池・

竜ヶ池・馬池等）によってまかなった。それは

中・近世にのこされた文書にも伝えられている

ところである。

しかし、近世初頭以降、水田の開拓が丘陵奥

部の谷間にまでおよぶとともに、谷間の小水田

・島地に供給すべき水を確保するため、小支谷

から丘陵項部にまで多数の小規模な溜池がつく

られ、佐井寺東地区土地区画整理事業地域内に

も総数20数個所を数えることができる。これらの

溜手也は近世期のものが大多数を占め、丘陵項部

の地山を掘り凹めてつくった通称皿池とよばれ

るものと、小支谷を堰きとめてつくった堰止池

のニッのタイプ（あるいはその折中タイプ）が

ある。今回の工事により、池断面が露呈された

ことにより、漏水防止のため、粘土層を巧みに

利用して構築していることが明確にされた。

これらの溜池の大部分が二段の配水用樋管と

蜂の巣を設備し、下段の樋管より配水するため

には、関係農民の重大決意が必要とされたとの

伝承がある。幕藩体制下における農民の苦衷を

よく表わすものといえよう。

これらの樋管のうち、瓦質製玉縁付のものは

内面に布目を残す古相のものと、布目をすりけ

した新相のものとがあるが伴出遺物がなく時期

的な判断をするためには多数を調査して、体系

的な分類をする必要がある。また樋管の中には

レンガ質に堅固に焼かれたものがあり、少数の

被兄ではあるが、二段に築かれた上部の池に多

く見うけられるようである。この樋管の方が前

者より新しいものと判断してよかろう。本書で

は、佐井寺東地区土地区画整理事業地区第31ブ

ロックで採取された、瓦質製樋管をとりあげ、

その伏設状況と樋管の一例を、写真および実測

図によって記録にとどめるものとする。
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（3）遺跡の分布調査
なお前述した調査に付随して、区画整理地内

の全域にわたって、パトロールを操り返し、新

たな包蔵地の発見につとめた。このパトロール

は大阪府文化財愛護推進委員や吹田郷土史研究

会（池田半兵衛会長）をはじめ、地元有志も積

極的に推進された。

特に『佐井寺村誌』にのみ記載されている、

「山田兵庫頭城跡」を求める地元住民の意識が強

く、尾根筋のパトロールも操り返された。しか

るに明確な遣物や現地形によって、それと確信

できる所見は得られなかった。あるいは佐井寺

村誌の伝える「村ノ南ヨリ巽二跨ル二丁ニアリ

敗滅年暦不詳……」とあるから、主として踏査

の対象となった丘陵の西側にあることも想定し

てよかろうか。

しかし、このパトロールの一環として、新た

に51号須恵器窯跡が発見され、農民苦衷の結晶

である溜池の状況の一端を把握できたのは、本

パトロールの成果であり、その詳細は本章の第

1項・第2項に述べたとおりである。

第7章　総　　括

（1）34号須恵器窯跡
窯跡の構造

前述したように34号須恵器窯跡は、主軸を同

一にして前後に築かれた2基の窯跡が明らかに

され、それぞれを34－A・34－B窯とした。双

方の窯はいずれも、2枚の窯床が検出され、そ

れぞれを（古）・（新）とし、各窯を通じて計4段

階の経過を認めることができた。

構築された窯体は2基が縦に連続した形とな

り、市内では初例といえる。

両窯はA窯がB窯の先端を削っていることか

ら時期的な前後関係が明らかであるが、両窯が

主軸をほとんど同一にしていることから、両窯

の操業期に間隙はなく、B窯の操業が終止され

て直ちにA窯の構築に着手したと考えられる。

のちに述べるように、窯跡各所からの遣物の要

相をみると、層序的な関連と遣物の編年観から

みとめられる器形の推移が、両者何ら矛盾なく

みとめられ、その間に空白時期はなからたこと

を裏付けているといえよう。

両窯の規模をみると、B窯がA窯に比して焼

成部床面の傾斜をやや急にとっている点及び、

窯体巾はB窯がA窯に比してかなり狭くなって

いる点に相違があるが、窯体全長はほとんど同

一であったと考えられる。したがって焼成量か

らみると、A窯がかなり大型の窯になっている。

この時期の窯がやや大型化することは泉北陶

邑窯においても指摘されており、北大阪と南大

阪で同じ結果が示されたことになる。

34－A窯は窯体の最上端（煙道部付近）が、

丘陵上端の開墾によって削平されており、焼成

部中間で、一部の窯壁が剥離されているほかは、

窯体の保存はよく、焼成部下端においては、天

井ドームが遣存していた。部分的にせよ天井部
ヽ

が遺存していたのは、市内須恵器窯跡としては

初めての例で、豊中市の村町下地窯跡例を含め

ても、千里古窯跡群中においては第2例日とな

った。天井部がドーム形に遺存している窯跡は

非常に少なく、府下泉北丘陵の須恵器窯におい

ても極少数が知られているにすぎない。所謂

地山くりぬき式の窯の例が多く、南大阪におい

ては「TK－301－Ⅱ」、「TK－2」等があるが、いず

れも「地山くりぬき式」あるいは「一部くりぬ

き式」のもので、そのくりぬきの部分のみ天井

部が遺存していることが多い。豊中市の村町下

地窯跡もその例であった。

ところが34－A窯においては、天井部は塗り

込まれたスサ入り粘土と被熟した砂質粘土がう

すくみとめられたのみで、地山粘土の酸化層は

みとめられず、さらに窯体両側の地山粘土の成
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形レベルから考えて、本窯は明らかに半地下式

構造のものである。したがって本窯は極めて稀

少な遣例といえよう。

出土遺物

今回の発掘調査の成果は、既に述べたとおり

本市の須恵器生産の中にあっては、従来から34

号・39号・9号窯などの表面採集で少数知られ

ているにすぎなかった最終段階にあたる実体が、

窯跡と灰原の双方の調査によって明らかにされ

たことである。特に39号・45号などの各窯の調

査において、杯・杯蓋の小型化までは解明でき

たが、杯・杯蓋の逆転に至る良好な資料がみと

められず、従来からの課題であった。本窯では

早くから府立吹田高等学校社会科クラブの調査

班が採集した資料の中に、このタイプの須恵器

が含まれていることを確認しており、本格調査

による資料の収集が望まれていたが、今回の調

査は、この点について一応の成果があった。

つぎに、もうすこし広い観点に立脚して本窯

出土須恵器の位置づけをしてみよう。本窯出土

須恵器は、概ね古墳時代後期後半に位置するが

窯跡出土資料による須恵器編年試案を、いち早

く発表された森　浩一氏は、この大きな器形変

化を第Ⅲ型式から第Ⅳ型式への変化としてとら

えられた。本窯の操業期をこれにあてると、森

氏の第Ⅲ型式中葉～第Ⅲ型式後半～第Ⅳ型式前

半の段階に位置づけることができる。須恵器の

時期区分を、陶邑古窯跡群の個々の窯跡から出

土した須恵器によって行い、各時期をその窯跡

の名称によって表現した田辺昭三氏の提唱によ

ると、本窯は第Ⅲ期に位置づけた「TK217」に

あたり、このTK217の付高台杯をのぞく大半の

形態を含んでいるといえる。

中村　浩氏は田辺昭三氏の編年を基本としな

がらも、個々の窯の名称によって編年区分名称

とするのは好ましくないとの判断から、新たな

型式分類を行い、和泉陶邑窯を工型式～Ⅴ型式

20段階に細分したが、この分類による比定が最

も細かく、当然のこととして本窯の出土須恵器

を、最も適確に表現することができる。すなわ

ち同氏の編年案によると、34－B窯に相当する

下部灰原の中～下層は、I型式第5段階に、34

－A窯に属する下部灰原の上層及び上部灰原は、

I型式6段階～Ⅲ型式1段階に比定することが

できる。

このうちI－5段階は、基本的には6世紀を

通じてみられる形態に何らかわらないが、杯の

器径が除々に小型化しつつある段階で、Ⅱ－6

段階の急速に小型化する前段階的様相を呈して

いるという。本窯におけるこの段階でのより鮮

明な特徴は、高脚高杯脚部のスカシ孔の位置や

凹線文などの装飾の形状にあらわれる。6世紀

を通じて技法的な退化が進むなかで、高杯の脚

柱部に施されたスカシ孔は長方形のものが2段

3方に穿たれるのが常であったが、スカシ孔の

消滅の過渡的段階として2段2方向のものが製

作された。本市の山の谷支群内所在の38号須恵

器窯跡の調査では黒色灰層出土の高杯は、2段

2方向の単純形態であることが知られているが、

本窯の黒色灰層にあっては、下部灰原の下層は

3方向のもの、上層は2方向のものと明らかに

区分され、その間の形態的な推移を実証してい

る。また、脚柱部と脚裾部の凹線も、下層の高

杯脚（46）と、上層の高杯脚（23）の比較でも明ら

かなことは、さきに述べたとおりである。

大形聾においては（51）や（42）のように、下層

～中層において検出されたものにおいては旧来

からのタイプを踏襲しているが、上層に至ると

様相は一変し（15）のような独特な波状文をもつ

ものが出現し、あるいは単線のヘラ措波状文の

ような装飾を極端に簡略化したものがみとめら

れる。

このようにみてくると、杯・高杯・聾などの

代表的な器種が、かなり速いスピードで形態変

化（簡略化）が進行していったといえる。杯に

止まらず、高杯・提瓶などの他器種にみられる

小型化やヘラケズリ技法の省略なども、すべて

技法の簡略化のあらわれである。

単に形態の変化、技法の簡略化に止まらず、

新たな器種の出現もこの時期の特色であり、そ

の代表的なものは盤（皿）の出現である。第4
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章では上部灰原出土の盤（16）を示したが、下部

灰原においても、この他数点が出土した。図示

されたものは口縁を若干加飾したものであるが、

底部から直線的に外側にたちあがり、丸みをも

った口端でおわるものや、平らな口端面をもち

先端が内側に返るものなどがあり、バラエティ

に富んでいる。中村編年によると、Ⅱ－6段階

で盤が出現しており、本窯の盤も出現直後の段

階のものと思われる。

34－Aの新段階で出現したとみられる、かえ

りを有するつまみ付杯蓋は、出土数量が少なく、

本段階に至って、あまり長期を経ずして本窯は

閉窯されたらしい。新しい器形の出現は、工人

に新たな意欲をもたらしたのか、あるいは、新

たなモデルとなったものに、忠実に製品をつく

ろうとさせたのか、前段階のものにみられたよ

うな、天井部のヘラ切り未調整という外観的に

も粗雑な製法を払拭して、天井部にていねいな

ヘラケズリを施している。（つまみ付杯蓋をやや

大型にしたかえりを有する蓋形土器も出土して

いるが、これには天井部の口縁まで全面にヘラ

ケズリを施したものもある）。これらの現象から

すくなくとも新しい器形に対する工人の意識を

とらえることができるのは注目すべきことであ

る。

このつまみ付杯蓋にともなう杯（身）は図化

できなかったが、前段階の杯蓋の天井部をやや

平らに成形したものが少数出土している。これ

に類するものとして、側部が内等ぎみに上がり、

口縁において外側に小さく反転するタイプも出

土している。これは兵庫県明石市高丘（陶）瓦

窯跡群において比較的まとまって検出されてい

るが、本窯においては微量である。

もうひとつ指摘しておきたいのは、本窯出土

のかえりを有するつまみ付杯蓋において、内面

のかえり端部が口端より突出するものがなく、

かえりが内面に納まっていることである。

中村編年によると、Ⅲ－1段階の杯蓋は「ま

さに前段階の杯を逆転させたかの印象」をもつ

もので、かえり端部が明らかに口縁より垂下し、

かつ器高も高い。この形態からいえば、本窯の

つまみ付杯蓋はもっと後出的要素をもつものでこ

むしろⅢ－2段階にちかいともいえる。しかし、

付高台杯が出現していないし、高杯や腺・提瓶

などの他器種との比較による限り、本窯はⅢ－

2段階に至っているとはいえない。この点につ

いては、34－A窯において短期間でも生産を中

断した時期があったとの解釈もできるが、調査

所見では、それを積極的に裏付けるような所見

はないし、他器種にも1段階を隔てる器形の差

はあらわれていないようである。このようなこ

とから杯にあらわれた変化は、前段階の小型化

する杯・杯蓋と同様に、この新たな段階におい

ても速やかに形態の変化がすすんでいったと理

解した方がよいのではないか。少なくとも、34

－A窯内における速かな変化と解釈できる。

まとめにかえて

この時期における器形の大きな変化は、古墳

時代の須恵器研究において、従来から注目され

てきた問題でもあり、田辺昭三氏は、これを「第

2の画期」としてとらえ「社会的変動の反映で

あり、一方、須恵器生産の場においても、生産

体制に及ぶ変革」であると規定した。この時期

を境として、畿内と地方における生産の体制に

大きな変化のあったことが知られており、千里

丘陵における須恵器生産が、ほとんどこの時期

には終止符を打つことでも、それを証明してい

る。

森　浩一氏は、古墳研究の立場から「群集境

の衰退、さらには迫葬活動の停止も、その原因

は国家権力による干渉」と考えた。窯業生産の

場において国家権力の及ぶところは墓制のそれ

ほど直線的なものではないとしても、新たな器

形の要求が、新たな文化的所産の要求でもあり、

その主導権を国家権力が把握していた当時の社

会的な背景を考える場合、このような器形の変

遷が速かに、かつ各地でかなり画一的に行なわ

れてゆくところは、間接的には国家の干渉とも

いえる。

しかしその反面、本窯の資料でみたような、

その前段階における、杯・高杯などの細部の変
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化は、生産体制の内部における順応であり、中

村氏のいうⅡ－6段階は簡田酎ヒの極限であったが

もしれない。しかも次段階における新たな変化

といえども、杯と杯蓋を逆転させて、つまみを

つけるという（Ⅲ－1段階）従来からの延長に

立って速かに器形の変遷を行っており、器形の

斬新さからみる評価のみよりも意外と前段階か

らの技法の変化を受けているとの評価も重要で

あろう。

一方、その供給先を考えても、千里古窯跡群

の西方、芦屋市八十塚古墳群においては、7世

紀にはいってもなお造墓活動が続いているとい

う指摘は重要である。調査者は兵庫県明石市の

高丘古窯からの製品の搬入を想定しているよう

であるが、本窯の周辺地域において、操業の最

新段階においても、なお続々と横穴式石室に須

恵器が搬入されている状況がのこされている。

新たな器形の創出後にあっても、従来の需給関

係が依然として残存するのである。そして芦屋

市八十塚古墳は7世紀前半には迫葬期が終ると

いうが、この古墳群の終末時とほぼ時期を同じ

くして、本窯跡は閉窯され、千里古窯跡群も、

ほとんどが生産を終収するのである。

（2）くりぬき水路

佐井寺くりぬき水路調査の、第1の問題点は

その創設年時の解明である。唯一の文献資料であ

る中西家文書には、創設年時が記入されていな

いのみか、文書作成年次も記入されていない。

ただ、明和9年（1772）6月2日、吉志部郷・

高槻領立会「大池操抜二付諸払出覚」というの

が存在するところより、明和9年にはこの水路

が存在したであろうとの推定がで′きるのみであ

る。しかし中西家文書に記入された、くりぬき

水路は見取り図ではあるが、その図中に記入さ

れた注記とともにかなり正確なもので、現状と

ほぼ一致するが、前述したように創設年時の記

入がしてないということは、遺構を歴史的に考

察する上で不利なことである。釈迦ヶ池につい

ては、種々の伝承がありながら、この水路の構

築年時については伝承すらない。しかし創設年

次が不明であるということと、この水路のもつ

機能性とは、おのずから別箇のものであり創設

年次が不明ということが、この水路の歴史的価

をいささかも減ずるものではない。

思うに太閤検地以来、農民が一段と領主層の

苛赦諌求に苦しめられた事実は、近世史を専門

に研究したもののみに止まらず、今日なお生存

する年配者は、父母や祖父母から直接その厳し

さを耳にしたはずである。かかる見地からも、

この水路の創設年時を明らかにすることには、

大きな意義があろう。ノ

第2の問題点は、126mにおよぶ洪積層の丘陵

下をいかなる「設計と工法」によってくりぬき＼

今日まですくなくとも200年以上も、機能させて

きたかということは、創設当時の土木技術の水

準を知ることの手がかりとなる。

これについては、取水口の構造を除いては、

なにひとつ究明された記録はない。洪積層の地

山を素掘りし、木組をもって補強してあるとの

口碑はあるが、推定の域を一歩もでるものでは

ない。

昭和49年8月、市教育委員会によって実施さ

れた調査で、取水口の現状は明確にされたが、

出口の遺構は1000nfにわたる湿地帯の地下にあ

り、構造を明確することは、きわめて困難であ

る。

第3の問題点は、その構想はかの箱根用水に

も匹敵するようなくりぬき水路が、いかなる歴

史的背景をもってつくられたかということであ

る。なぜ生命の危険をおかして、吉志部（岸部

かも）の農民が、この水路をつくらなければな

らなかったか、ということである。

大阪府下においても、この水路とほぼ似たく

りぬき水路が、貝塚市や豊中市にあり、貝塚市

清児町に所在する「清児隊道」は、出・入口が

割石積であるにもかかわらず、内部は「きつね

ぼり」（素掘りか）になっているとの調査報告が

ある。これは幕末か明治初期に創設せられなが

ら、確たる記録も発見せられていないらしい。

一方豊中市待兼山町に所在する「山池水路」は、

安政4年（1857）に着工されたとの記録が発見
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第34回　くりぬき水路入口概要図

された。延長500m・におよぶ、くりぬき水路が改

修保存されて、いまも機能している。このふた

つは、幕末に施工せられたものであり、当時の

農民が用水の確保についていかに努力したかを

示すものであり、本書第6章、その他の調査の

中で述べた溜池の築造と軌を一ツにするもので

ある。

かく考察してくると、大阪府下における前記

の2例をさかのぼること100余年の構築とされ

るこのくりぬき水路の構築にいたらしめた歴史

的背景を解明することは、吹田市史が近世の歴

史の中で多くの頁をさいて水利問題をとりあげ

た意義とも一致し、幕藩体制下における農民哀

史を明らかにする物証となり得るものである。

しかし本遺構は、湿地下3－4mにあり、これ

以上執拗に遺構を追求した場合は、遺構を損傷

する場合もあり、加うるに今回の土地区画整理

工事は、該当部分を盛土によって施工されるこ

とになっており、これらを勘案して府教育委員

会文化財保護課・市教育委員会社会教育課・都

市開発部区画整理課、三者協議の結果、今回の

造成工事により、遺構が損壊されることはある

まいとの判断に達し、調査を打切ることとした。

しかし今後、この水路付近において各種工事

を施行する場合は、本書の調査記録を参照して

施工し、くりぬき水路にいささかの影響をも与

えることのないよう留意されたい。
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